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あなたは“LGBTQ”という言葉を聞いたことがありますか？ 

LGBTQ は、様々なセクシュアリティの総称として使われる言葉です。 

知っている人も知らない人も、今更聞けないあんな事やこんな事、 

この機会にゆっくりお話ししませんか？ 

          あなたの 1 歩が理解の輪を広げます。 

・東京ドキュメンタリー映画祭 2020 短編部門 グランプリ受賞作品 

「Ⅰ Aｍ Here ー私たちは ともに生きているー」上映会 

・監督で看護師でもあるトランス男性、浅沼智也氏との交流会 

 

日時：令和３年１０月３０日㈯ １３時半～１５時半 (受付開始：９月１５日 
㈬１０時より) ※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、延期の可能性あり 

 

【講師：浅沼智也（あさぬま・ともや）氏 映画監督/看護師/TRANS VOICE IN JAPAN 代表】 

トランス男性。 岡山県総社市出身。 著書「虹色ジャーニー女と男と、時々ハーフ」文芸社 

自身の経験を踏まえトランスジェンダーがより生きやすい社会になるよう啓発活動をしている。 

・地域の隣人としての性的マイノリティ ＜老・病・死＞の暮らしの現場から考える 

社会問題になっている高齢期の様々な問題は、セクシュアルマイノリティにおいても深刻です。 

この問題について当事者の視点を学びながら考えてみませんか？ 

 

日時：令和３年１１月２８日㈰ １３時半～１５時半 (受付開始：１０月１５日
㈮１０時より) ※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、オンライン開催の可能性あり 

 

【講師：永易至文（ながやす・しぶん）氏 NPO 法人パープル・ハンズ事務局長、行政書士】 

1966 年、愛媛県生まれ。1980 年代末からゲイのコミュニティ活動にかかわる。出版社勤務を経て、ラ

イター／編集者として性的マイノリティの暮らしや老後、HIV 等をテーマに執筆。 

201３年に行政書士登録、東中野さくら行政書士事務所開設。同年、NPO 法人パープル・ハンズ設立、 

同事務局長。著書に『ふたりで安心して最後まで暮らすための本』 『にじ色ライフプランニング入門』

ほか 



 
〈宮前市民館へのアクセス〉 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：なないろほたる・川崎市教育委員会 

 

日程 ： 第１回 10 月 30 日㈯ 13 時半～15 時半 

第２回 11 月 28 日㈰ 13 時半～15 時半 

場所 ： 宮前市民館３F 視聴覚室 

定員 ： 各回１５名 (先着順) 
 

※参加申込は回ごとに必要となります。受付開始日時は表面をご覧下さい。 
 

参加申込は宮前市民館へ来館、電話またはホームページにて 

TEL（０４４）８８８－３９１１ 

ホームページよりお申し込みの方はこちら ⇒ 

 

＜今回の講座実施に際しての注意事項＞ 

・新型コロナウイルス感染症対策のため、来館される際には必ずマスクを着用して下さい。 

・受付の際、検温、消毒と健康調査票の記入にご協力下さい。 

・申込時にお預かりした個人情報は、本事業実施の目的に限り使用します。 

   但し感染が疑われる来館者が発生した場合、保健所等の公的機関へ提供させて頂く事があります。 

 

 

 

東急田園都市線『宮前平駅』下車 徒歩 10 分 

※駅前 4 番・5 番バス停より『宮前区役所前』下車 

〒216-0006 

川崎市宮前区宮前平 2 丁目 20 番地 4 

(宮前区役所隣 図書館と同じ建物) 

交 通 

住 所 

“ なないろほたる “は、セクシュアルマイノリティと地域

の支援者がともにつくる「居場所づくり」の小さな会です。

当事者と理解者が集い繋がれる場を目指しています。 

関心のある方はぜひご連絡ください。 
なないろほたるホームページ 


